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現
在
開
会
中
の
杉
並
区
議
会
第
三
回
定
例
会
で
一
般

質
問
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
改
定
に
伴
う
影
響
に

つ
い
て
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害
対
策
に
つ
い
て
、

外
環
道
問
題
に
つ
い
て
（
詳
細
裏
面
）
、
区
の
認
識
や
問

題
点
を
質
し
ま
し
た
。 

 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体

の
積
極
的
な
関
与
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
介
護
現
場
の
実

態
把
握
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

 8 月 19 日（土）に発生した局地的な集中豪

雨・ゲリラ豪雨による善福寺地域・久我山地域

の浸水被害等への対策を求めました。 

 区は、浸水被害多発地域への「被害状況に応

じた取り組みを実施」することを約束しまし

た。今後、速やかな対策を講じるよう求めます。

 

杉
並
区
は
、

値
上
げ
等
の
実

態
は
把
握
し
て

お
ら
ず
、
介
護

現
場
の
実
態
把

握
に
は
消
極
的

な
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。 

 

処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
た
対

策
を
検
討
す
る

こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。 

善
福
寺
１
丁
目
地
域
で
発
生
し

た
浸
水
被
害
の
様
子
を
パ
ネ
ル

で
紹
介
。
速
や
か
な
対
策
を
求
め

ま
し
た
。 

 

こ
の
間
の
介
護
保
険
制
度
改
悪
が
介
護
現
場
に
重
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
特
に
介
護
報
酬
引
き
下
げ
の

影
響
は
深
刻
で
す
。
質
問
で
は
、
区
内
の
特
養
ホ
ー
ム

運
営
事
業
者
が
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
り
事
業
運
営
に
支

障
を
き
た
し
、
利
用
者
の
食
費
・
居
住
費
等
を
引
き
上

げ
て
い
る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
告
発
。
区
独

自
の
処
遇
改
善
を
拡
充
す
る
こ
と
と
、
世
田
谷
区
で
実

施
さ
れ
て
い
る
介
護
事
業
者
へ
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、
介
護
現
場
の
状
況
を
把
握
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
世
田
谷
区
介
護
保
険
実
態
調
査

報
告
書 

〈
事
業
者
編
〉
よ
り
。「
労
働
環
境
改

善
の
た
め
に
必
要
だ
と
思
う
取
り
組
み
」
へ
の

回
答
。
世
田
谷
区
で
は
、
事
業
者
へ
の
詳
細
な

調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

■利用者の孤

立化対策 

⇒ＩＣＴ機器

（スカイプ）等

の活用により、

家族との距離

感を縮めるた

 

安
倍
政
権
が
掲
げ
る
社
会
保
障
予
算
の
「
自
然
増
削

減
」
方
針
の
も
と
、
介
護
保
険
制
度
の
連
続
改
悪
が
強
行

さ
れ
て
お
り
、
第
七
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
Ｈ
30
～
32

年
度
）
に
お
い
て
も
介
護
保
険
料
３
割
負
担
の
導
入
や
介

護
認
定
率
の
抑
制
、
介
護
費
用
の
抑
制
等
、
介
護
現
場
に

は
重
大
な
影
響
が
及
び
ま
す
。 

 

質
問
で
は
、
法
改
悪
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、

区
は
多
く
の
問
題
で
国
の
動
向
を
注
視
す
る
姿
勢
を
示

し
ま
し
た
。
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
介
護
現
場
を
守
る
立

場
が
極
め
て
弱
い
こ
と
は
問
題
で
す
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

手と手を取り合うように 
 

８月３０日生まれの次女は「結・ゆい」と

名付けました。人と人が、手と手を取り合い

「絆」を結ぶような思いを込めています。 
この間、大勢のみなさんにお祝いの言葉を

頂き、みなさんに支えられて我が一家は生活

していることを実感しています。 

 

一
般
質
問
で
は
、
外
環
道
計
画
を
巡
る
様
々
な
問
題
点
を
指
摘
し
、
住
民
の
安
全

を
最
優
先
し
、
工
事
の
強
行
を
止
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

ＮＥＸＣＯ中日本のホームページでは、

談合疑惑を払拭できず、入札を中止した

ことを発表。 

 

横
浜
市
鶴
見
区
で
行
な
わ
れ
て
い
る
横
浜
環
状

北
線
工
事
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
発
生
し
ま
し
た
。
外

環
道
計
画
と
同
様
の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
を

実
施
し
て
お
り
、
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全

神
話
が
崩
壊
す
る
深
刻
な
事
態
で
す
。 

 

地
盤
沈
下
が
発
生
し
た
場
所
は
、
計
画
沿
線
よ
り

約
４
０
０
ｍ
離
れ
て
お
り
、
住
宅
街
で
は
最
大
１

３
．
７
セ
ン
チ
の
沈
下
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
工
事
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
外
周
か
ら
離

れ
た
部
分
に
も
水
ミ
チ
が
発
生
し
、
地
上
部
分
の
広

範
囲
に
亘
り
陥
没
が
発
生
す
る
可
能
性
を
示
し
て

い
ま
す
。 

 

外
環
道
計
画
の
地
上
部
分
は
住
宅
街
で
あ
り
、
危

険
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
拙
速
に
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

各
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
。
日
テ
レ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
24(

８
月
４
日
）
よ
り
。 

９
月
１
日
、
外
環
道
本
線
の
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
地
中
拡
幅
部
工
事
の
契
約
手
続
き
に
お
い
て
、
入

札
中
止
と
な
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
工
事
に

お
い
て
、
談
合
疑
義
情
報
が
提
供
さ
れ
、
調
査
を
行

な
っ
た
結
果
、
談
合
等
の
不
正
行
為
の
疑
義
を
払
拭

で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

外
環
道
計
画
そ
の
も
の
に
も
重
大
な
影
響
を
与

え
る
事
態
で
あ
り
、
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
も
問

題
を
追
及
し
て
い
ま
す
。

党区議団の一般質問では、区長に対して核兵器禁止条

約採択に対する認識や条約不参加を表明している日本

政府の態度への受け止めを確認。日本政府へ条約参加を

求めるべきと迫りました。 

区は条約採択については肯定的な見解を示す一方、日

本政府の態度については明確な答弁を避け、政府に対し

て条約参加を要望することは考えていないと答弁。 

原水爆禁止署名運動

発祥の地・杉並の区長

としては、あまりにも

消極的な姿勢を示しま

した。核廃絶を求める

被爆者と区民の声に寄

り添い、政府に対し積

極的な条約参加を求め

るべきです。 
原水爆禁止署名運動発祥の地・杉並

としての責務を果たすべき。 

議員という立

場になり、それな

りに苦労もあり

ますが、それ以上

に多くの素敵な

出会いに恵まれ

ました。 
子どもたちも

友達を大切にし、

大切にされる存

在になってほし

いと心から願っ

ています。 
兄妹仲良く元気に育ってほし

いですね。 


